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＜研修の位置付け＞ 

実施した取り組みをよりよいものに改善していくためには，できるだけ多様な視点から

取り組みを振り返ることが大切です。 

ここでは，授業を例にとり，個人の気付きを，グループを変えて協議し，共有する作業

を通してその質を高め，これからの改善に生かしていくプロセスを考えていきましょう。 

【目 的】 

 

【到達点】 

 

【準備物】  

【進め方】（80分） 

１ 目指す児童生徒の姿の達成に迫るために実施された公開授業について，気付いたこと

を書く 

・ 個人      

（５分）          

２ グループで気付きを協議する 

（1）グループ   

（20分)           

              

 

（2）グループ   

（20分）        

 

 

 

 

３ 新しいグループで協議する 

・ グループ  

（15分）        

 

 

 

 

４ 最初のグループで共有する 

・ グループ   

（15分）     

５ 個人で振り返る 

（５分） 

２ 取り組みを振り返り改善する 

【目的】と【到達点】に沿って，自校において実施された公開授業につい

ての気付きを三つ，具体的に「気付きを共有するシート」１に書く。 

 

① 「気付きを共有するシート」２に従い，各自が書いたことを順に黙読

する。 

② 各自が書いた意見を説明する。 

③ 疑問や意見等を出し合って確認する。 

④ グループの意見を次の視点で，「気付きを共有するシート」３に集約す

る。 

・ 多くの人が共通して挙げたことは何か。 

・ 少数意見だが重要であると思われることは何か。 

・ 協議の中で，新たに得られた知見は何か。 

・ このグループだけのオリジナルな考えだと思えることは何か。 

 

① 「気付きを共有するシート」４に従い，一人ずつ最初のグループでの

協議を報告する。 

② 一通り報告した後で，個々に疑問や意見があれば協議し合って確認す

る。 

③ 「気付きを共有するシート」３の視点に従って，新たなグループで協

議する。 

 

「気付きを共有するシート」５に従い，新しいグループで得た新たな視点

についての協議の内容を報告し，共有する。 

 

研修を自己評価し，研修で得られた気付きを基に，今後のどのような授業 

改善の取り組みをしていくのか，「気付きを共有するシート」６に具体的に

書く。 

目指す児童生徒の姿の達成に迫るため，授業の在り方を多様な視点から検証し， 

自己の授業改善に生かす。 

公開授業の優れている点及び改善すべき点について多様な視点から得られる気 

付きを共有し，授業改善について深く考える。  

気付きを共有するシート（p.20） 
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気付きを共有するシート 


